
ちょうちょの 

約
やく

束
そく

　あるところに、１
いっ

本
ぽん

の 大
おお

きな サクラの 木
き

が
立
た

っていました。でこぼこした 枝
えだ

々
えだ

は 上
うえ

にも 
横
よこ

にも のびていて、それぞれの 枝
えだ

には 葉
は

が 
うっそうと 生

お

いしげり、その 先
さき

には 小
ちい

さな 
かたい くきが のびていました。そして、その 
くきの 先

さき

には、小
ちい

さくて 陽
よう

気
き

な サクランボが 
なっていました。



　でも、もし あなたが そばを 
飛
と

んでいる 鳥
とり

で、木
き

を 見
み

たとしても、
この 木

き

が サクランボの 木
き

だなんて、
分
わ

からないでしょう。どうしてだと
思
おも

いますか？　それは、まだ 
サクランボが じゅくして いなかった
からです。事

じ

実
じつ

、実
み

は 全
まった

くの 緑
みどり

色
いろ

でした！　じゅくした サクランボは
あざやかな こい 赤

あか

ですが、この 
サクランボは、まだまだ みじゅくな
サクランボでした。育

そだ

ち始
はじ

めた
ばかりで、ちっちゃくて 緑

みどり

色
いろ

を 
していました。
　この 大

おお

きな 木
き

に なっている、ある
ちっちゃな サクランボを、ポウと 
よびましょう。ポウは あざやかな 
緑

みどり

色
いろ

の サクランボで、生
は

えたての 
小
ちい

さな くきの 先
さき

に くっ付
つ

いて
いました。ポウは、風

かぜ

に ゆられ
ながら ほかの 小

ちい

さな サクランボの
友
とも

だちと 遊
あそ

ぶのが 大
だい

好
す

きでした。



　そこへ きれいな ちょうちょが 飛
と

んで来
き

て、ポウの いる 
枝
えだ

に とまりました。ゆうがな 青
あお

と 黄
き

色
いろ

の 羽
はね

を しています。
　「こんにちは。」と ちょうちょが あいさつしました。
　「やぁ。」　ポウは 悲

かな

しそうに 答
こた

えました。
　「どうして そんなに ふさぎこんでいるの？」と ちょうちょが 
たずねました。
　「あのね。友

とも

だちを 見
み

て。みんな、じゅくして 赤
あか

く なって
きてるでしょ。だけど、ぼくを 見

み

てよ！　まだ かたくて 
緑

みどり

色
いろ

なんだ。もしかしたら、もう ずっと、あざやかで 
きれいな 赤

あか

い サクランボには なれないのかも。」

　ある 晴
は

れた 日
ひ

、ポウは 友
とも

だちを 見
み

て、びっくりしました。
友
とも

だちが 赤
あか

く なり始
はじ

めていたからです。ポウの 上
うえ

に のびて
いた 枝

えだ

の 友
とも

だちは みんな、かなり 赤
あか

くなっていました。
下
した

の 枝
えだ

に いる 友
とも

だちも、もう ポウみたいな 緑
みどり

色
いろ

では 
ありません。事

じ

実
じつ

、みんな、じゅくして みずみずしい 
明
あか

るい 色
いろ

の サクランボに なりつつあるのです。
　それなのに、ポウは まだ 緑

みどり

色
いろ

です！ そして、小
ちい

さいの
です！　友

とも

だちみたいに 赤
あか

く なり始
はじ

めてさえ いません。
　「どうしたら いいんだろう？」　ポウは さけびました。
ポウは 気

き

が気
き

では ありません。「もしかしたら、ぼくは 
みんなみたいな 丸

まる

々
まる

とした 赤
あか

い サクランボには ならないの
かも。ずっと このまま 小

ちい

さくて 緑
みどり

色
いろ

のままかも！」そう 
言
い

って、ポウは なげきました。



　ちょうちょは ほほえんで、ゆうがな 羽
はね

を ひらひらさせました。
どうしたら この 悲

かな

しげな 小
ちい

さい サクランボを 元
げん

気
き

づけられるか、
知
し

っていたのです。「ねえ。」と ちょうちょが 言
い

いました。
「心

しん

配
ぱい

することなんか、ないのよ。この 木
き

には、まだ 緑
みどり

色
いろ

の 
サクランボが たくさん あるのよ。」
　「本

ほん

当
とう

？」　ポウは 聞
き

き返
かえ

しました。
　「本

ほん

当
とう

よ！」と ちょうちょが 答
こた

えました。「わたし、この 
木
き

の 周
まわ

りを 全
ぜん

部
ぶ

、飛
と

んで 回
まわ

って来
き

たんですもの。赤
あか

く 
なった サクランボも たくさん あるけど、まだ 緑

みどり

色
いろ

のだって、
たくさん あるのよ。だけどね、知

し

ってるかしら？」
　「何

なに

を？」　ポウが 聞
き

きました。何
なん

だか 希
き

望
ぼう

が わいてきたようです。
　「あなたは いつか、自

じ

分
ぶん

でも 気
き

づかないうちに 赤
あか

く なるわよ。
ほかの みんなみたいにね。とても 大

おお

きく なって、じゅくした 
きれいな サクランボに なるわ。ただ、ちょっと しんぼうしなくちゃ
 いけないだけなのよ！」
　「しんぼうするって？」　ポウが オウム返

がえ

しに 聞
き

きました。
「それって、どういう ことなの？」
　「あのね。」と ちょうちょが 言

い

いました。「しんぼうするとは、
待
ま

つことなの。すご～く ほしい ものが ある 時
とき

には、すぐに 
ほしいって 思

おも

うでしょ。でも、そうは いかないわよね。だから 
待
ま

たなくては いけないでしょ。だけど、自
じ

分
ぶん

の 願
ねが

っている ことばかり
考

かんが

えていたら、永
えい

遠
えん

に 時
じ

間
かん

が かかるように 思
おも

えてきちゃうの。



　良
よ

い ことを 教
おし

えてあげましょうか。待
ま

って
いる 間

あいだ

、何
なに

か ほかの ことを 考
かんが

えることよ。
例
たと

えば 今
いま

なら、ちっちゃな 緑
みどり

色
いろ

の サクランボで
いることを 楽

たの

しんだら いいわ。そして、いつ 
自
じ

分
ぶん

が じゅくするかは、心
しん

配
ぱい

しないことよ。
風
かぜ

に ふかれて、楽
たの

しく ゆれていたら いいわ！　
友
とも

だちの サクランボや 葉
は

っぱたちと、
かくれんぼを したりしてね。そうすれば、
いつの 間

ま

にか、自
じ

分
ぶん

が なるべき ものに 
なってる ことに 気

き

づくわよ。」
　「わかったよ。」と ポウが 言

い

いました。
「何

なん

とか やってみるね！」
　ちょうちょは さようならを 言

い

うと、ひらひらと
飛
と

んで行
い

きました。
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　何
なん

日
にち

か たったころ、ちょうちょは また サクランボの 
木
き

の そばを 通
とお

りがかりました。（友
とも

だちの ポウは 
どうしてるかしら？）と ちょうちょは 思

おも

いました。
　初

はじ

めて ポウに 会
あ

った 時
とき

と 同
おな

じ 枝
えだ

に ひらひらと 
飛
と

んで来
き

て、ちょうちょが 見
み

たものは・・・。
ほっそりした じょうぶな くき。そして その先

さき

には・・・
とっても 大

おお

きくて 丸
まる

くて 赤
あか

い、サクランボでした！
　「まあ、すてき！」　思

おも

わず、ちょうちょは 喜
よろこ

びの 声
こえ

を 
あげました。「あなたは わたしが 見

み

たことの ある 中
なか

で 
一
いち

番
ばん

 大
おお

きくて 赤
あか

くて、最
さい

高
こう

に きれいな サクランボだわ！」
　「そうなんだ！」　大

おお

きな サクランボ・スマイルで 
ポウが 言

い

いました。「君
きみ

が ぼくを 元
げん

気
き

づけてくれて、
本
ほん

当
とう

に うれしいよ。ぼくは 本
ほん

当
とう

に ちっちゃかったから、
もう じゅくすことは ないと 思

おも

ってたけど、しんぼう強
づよ

く 
一
いっ

生
しょう

けん命
めい

 待
ま

ったんだ。そして、ちっちゃな 緑
みどり

色
いろ

の 
ぼくで いることを 楽

たの

しんでたよ。そしたら、
いつの間

ま

にか・・・赤
あか

くなってたんだ！」
　ちょうちょは ほほえんで 言

い

いました。「そうなると 
わかってたわ！」


